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広報かつらぎ  令和3年（2021年）11月号 2

＝広報の表紙写真（イラスト可）を募集します＝
町内の風景・人物などの作品を募集します。詳細
は町ホームページ、またはお問い合わせください。
【12月号締切11月８日（月）】
問い合わせ　総務課総務係（内線2025）

　９月22日に発表された「街の幸福度ランキン
グ2021和歌山県版」（大東建託株式会社が実施
した調査）で、かつらぎ町が１位になりました。
これは今年６月に同社が行った「住みここちラン
キング」に続き、和歌山県１位となったもので、
２つの１位をいただいたことは、私も町民のひと
りとして本当に嬉しく思い、また、誇りにも思い
ました。「住みここち」や「幸福度」は、住民が
その街に住んでいてどう感じるかということなの
で、少なくとも「暮らしやすい」とか「人が親切
である」など、日常生活の中で感じることの表れ
であると思います。そういう意味でこの結果は、
大変、喜ばしい限りです。
　私は公約に「人口二万人計画」を掲げました。
この公約は行政と町民が一丸となって英知を集結
してこそ、初めて成し得るものと考えています。
具体的には、今、本町では若い世帯の転入が増え
ており、賃貸や戸建て住宅が不足しています。不
動産事業者に聞いても「かつらぎ町は物件が少な
く、新しい賃貸住宅や戸建て住宅などはすぐに埋

まってしまうので困っている」とのことでした。
　町内に遊休農地などは山間部を中心にたくさん
ありますが、住むに当たり便利な場所となればあ
る程度、限られてきます。平野部で宅地が多い地
域にも遊休農地などはありますが、さまざまな理
由によりご提供いただけない場合も多く、かつら
ぎ町の住宅事情は良いとは言えません。町内外か
ら若い世帯を中心に住宅を求める声も増えている
ことから、人口増のためにもぜひ土地提供などの
ご協力をお願いします。
　全国的にも空き家などを減らし、住環境を良く
することが求められていますが、本町でも空き家
や空き地が増えており、それ以外にも管理が不十
分で、近隣へのご迷惑や景観上からも好ましくな
い危険空き家も増えています。
　「住みやすい街」は、住民と行政の努力によっ
て成し得るものと考えますので、一人一人にでき
るご支援とご協力をお願いします。

　　　　　　　　　かつらぎ町長　中阪　雅則
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町からのお知らせ

● 町独自のコロナ対策

　町では、10月以降、コロナ禍における独自の支援策として、クーポン券発行の他、各種事業を実施
します。社会経済活動の維持と、感染拡大防止の両立を図るため、今後も皆さまのご理解とご協力をお
願いします。

問い合わせ／新型コロナウイルス感染症
　　　　　　対策総合窓口（内線2215）

要申請！

学生支援
緊急給付金給付事業

新型コロナウイルス感染
症の感染拡大により経済
的に困窮する大学生など
（※1）に対し、学びを
継続する学資金を給付し
ます。（※1）学校教育
法に基づき設置された大
学、高等専門学校（第４
学年以上）、専門学校
（専修学校の専門課程）
等に在学している方

ひとり 20万円

無 料！

応援クーポン券
［第３弾］

新型コロナウイルス感染
症の拡大により影響を受
けている町民生活を応援
するために応援クーポン
券第３弾を発行します。

ひとり 5,000円

対象　10月８日時点で町に住民登録がある方
内容　応援クーポン券　500円券×10枚
　世帯全員分の「クーポン券」を世帯主の方へゆうパックに
　て送付（10月下旬から発送開始）
使用期間　11月６日（土）～令和４年１月31日（月）
取扱店舗　クーポン券発送時に、10月13日（水）現在の取扱
　店舗一覧を同封します。
※最新の店舗情報は町ホームページ
　をご覧ください。

対象　10月１日時点で町に住民登録がある大学生など、ま
　　　たは町に住民登録がある保護者などがいる大学生な
　　　どで、次のいずれかに該当する方。
（1）奨学金などの制度の給付、貸付などを受けている
（2）新型コロナウイルス感染症の影響（減収・雇止めな
　　  ど）に対する給付もしくは貸付などの支援制度を受け
　　  ている、または当該支援制度を受けている保護者など
　　  がいる
（3）新型コロナウイルス感染症の影響により失業した保護
　　  者などがいる
給付額　給付対象者１人につき20万円
申請期限　令和４年１月31日（月）※当日消印有効
申請方法　申請書に下記書類を添えて郵送または新型コロ
　ナウイルス感染症対策総合窓口まで提出してください。
（1）大学生などであることを証する書類
（2）対象者の振込口座の通帳の写し
（3）要件に該当していることを証する書類
（4）代理申請の場合は代理人の本人確認書類
（5）町に住民登録がある保護者などがいる大学生などの場
　　  合は、保護者などとの続柄がわかる書類



　教育委員会では、町の歴史の学習のため下記を開催します。参加費はすべて無料です。ぜひご参加
ください。

● 展覧会・ワークショップ
　 現地学習会・講演会 　　のお知らせ開催開催開催

期間　10月26日（火）～令和4年3月31日（木）
　　　教材・達成証の引き換えは令和４年３月31日（木）まで
対象　　 マーク（１～７）を付したイベントすべて
　　　　スタンプを５種類以上集めて、生涯学習課に提示頂いた方に、
　　　オリジナル教材『拓本キット』を先着30人にプレゼント。さら
　　　に、全種類集めた方には、もれなく『達成証』を進呈。スタン
　　　プカード台紙は10月26日（火）より、文化振興係および町内の
　　　各公民館で配布します。

10/26（火）～Ｒ４.１/４（火）8：30～17：15
場所　役場玄関左手および
　　　かつらぎ総合文化会館エレベーターホール

12/４（土）13：00～17：00
場所　妙寺公民館防災コミュニティセンター
申し込み　妙寺公民館（☎22-6668）
※定員15人、先着順

Ｒ４.１/５（水）～３/31（木）8：30～17：15
場所　役場玄関左手および
　　　かつらぎ総合文化会館エレベーターホール

かつらぎ町 ふるさと発掘　　　　　　　開催スタンプラリースタンプラリースタンプラリー
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町からのお知らせ

　

体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
に
対
す

る
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
と
、
一
般
不

妊
治
療
費
助
成
に
よ
り
、
不
妊
治
療
の

初
期
段
階
か
ら
高
度
治
療
に
至
る
ま
で
、

全
て
の
段
階
で
総
合
的
な
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

不
育
症
の
方
の
検
査
費
用
の
助
成
制

度
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
度

よ
り
、
所
得
制
限
な
ど
の
一
部
条
件
が

緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

　

不
妊
治
療
（
体
外
受
精
お
よ
び
顕
微

授
精
を
除
く
）
な
ら
び
に
不
育
治
療
に

つ
い
て
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
に
、
治
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。

対
象
者　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

①
法
律
上
、
ま
た
は
事
実
婚
関
係
に
あ

　

る
夫
婦
で
あ
る
こ
と
。

②
夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か
一
方
、
あ

　

る
い
は
両
者
が
県
内
に
住
民
登
録
を

　

し
て
あ
り
、
登
録
期
間
が
１
年
以
上

　

で
あ
る
こ
と

③
申
請
日
に
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い

　

る
こ
と

④
医
療
保
険
法
に
基
づ
く
被
保
険
者
か

　

組
合
員
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
方
の
被

　

扶
養
者
で
あ
る
こ
と

助
成
内
容　

年
３
万
円
以
内
で
２
年
間

申
請
方
法　

治
療
を
受
け
た
日
の
属
す

る
年
度
内
に
申
請
書
（
添
付
書
類
要
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

治
療
期
間
が
３
月
末
ま
で
の
場
合
は

翌
年
度
６
月
末
ま
で
に
申
請
で
き
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課

衛
生
係
（
内
線
６
０
２
０
）

◆
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

　

体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
に
よ
る

不
妊
治
療
に
つ
い
て
、
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
に
、
県
が
実
施
す
る

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
に
上
乗
せ

助
成
を
す
る
制
度
で
す
。

対
象
者　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

①
和
歌
山
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

　

業
の
交
付
決
定
を
受
け
た
方

②
夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か
一
方
、
あ

　

る
い
は
両
者
が
県
内
に
住
民
登
録
を

　

し
て
い
る
こ
と

③
申
請
日
に
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い

　

る
こ
と

④
医
療
保
険
法
に
基
づ
く
被
保
険
者
か

　

組
合
員
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
方
の
被

　

扶
養
者
で
あ
る
こ
と

助
成
回
数　

初
め
て
助
成
を
受
け
た
際

の
治
療
開
始
時
の
妻
の
年
齢
に
よ
り
、

助
成
回
数
が
異
な
り
ま
す
。

・
40
歳
未
満　

43
歳
に
な
る
ま
で
に
通

　

算
６
回

・
40
歳
以
上
43
歳
未
満　

43
歳
に
な
る

　

ま
で
に
通
算
３
回

助
成
内
容　

１
回
の
治
療
に
要
す
る
費

用
か
ら
県
の
助
成
額
を
控
除
し
た
額

・
初
回
申
請　

上
限
５
万
円

・
２
回
目
以
降
申
請　

上
限
10
万
円

申
請
方
法　

県
へ
の
申
請
と
同
時
に
、

町
へ
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
治
療
を
受

け
た
日
の
属
す
る
年
度
内
に
申
請
書

（
添
付
書
類
要
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

橋
本
保
健
所

（
☎
０
７
３
６
―
42
―
５
４
４
０
）

◆
不
育
症
検
査
費
助
成（
令
和
３
年
度
〜
）

　

流
産
や
死
産
の
既
往
歴
が
あ
る
方
に
、

不
育
症
の
検
査
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
の
県
の
制
度
で
す
。

対
象
者　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

①
県
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

②
２
回
以
上
流
産
、
死
産
の
既
往
が
あ

　

る
方

③
令
和
３
年
４
月
１
日
以
降
に
検
査
を

　

受
け
た
方

助
成
内
容　

検
査
１
回
に
つ
き
上
限
５

万
円

助
成
対
象
検
査　

流
産
検
体
を
用
い
た

染
色
体
検
査
に
要
し
た
費
用

申
請
方
法　

検
査
を
受
け
た
日
の
属
す

る
年
度
内
に
申
請
書
（
添
付
書
類
要
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

橋
本
保
健
所

（
☎
０
７
３
６
―
42
―
５
４
４
０
）

● 不妊治療費助成制度などのお知らせ
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町からのお知らせ

　

町
で
は
、
11
・
12
月
を
「
滞
納
整
理

強
化
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
滞
納
額
縮

減
の
た
め
集
中
的
に
滞
納
整
理
を
実
施

し
ま
す
。

　

町
税
は
、
一
般
会
計
歳
入
の
約
20
％

を
占
め
、
福
祉
・
教
育
・
建
設
・
ご
み

処
理
な
ど
の
生
活
に
密
着
し
た
事
業
の

費
用
に
充
て
ら
れ
る
貴
重
な
自
主
財
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
納
付
し
て
い
な
い
町
税
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
早
急
に
納
付
し
、
今

後
は
期
限
内
に
納
付
す
る
よ
う
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
税
金
は
納
期
限
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

　

納
税
は
国
民
の
義
務
の
一
つ
と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
に
は
、
法
の
規
定
に
よ

り
、
納
付
額
、
納
期
限
、
納
付
場
所
、

ま
た
、
延
滞
金
、
督
促
手
数
料
、
納
付

期
限
ま
で
に
納
付
し
な
か
っ
た
場
合
の

滞
納
処
分
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　　

町
税
は
、
自
主
的
に
納
付
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
い
た
だ
く
の
が
原
則
で
す
。

◆
滞
納
を
放
置
し
て
お
く
と

　

町
税
を
滞
納
す
る
と
、
納
付
期
限
内

に
納
付
し
た
大
多
数
の
納
税
者
の
方
々

と
の
公
平
性
が
確
保
で
き
ま
せ
ん
。
町

で
は
き
ち
ん
と
納
税
し
て
い
る
方
々
の

立
場
か
ら
、
公
正
・
公
平
を
確
保
す
る

た
め
に
、
督
促
や
文
書
催
告
に
よ
り
納

付
を
促
し
て
も
納
付
や
納
税
相
談
に
応

じ
な
い
滞
納
者
に
対
し
、
法
律
に
基
づ

く
滞
納
処
分（
差
押
な
ど
）を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
県（
紀
北
県
税
事
務
所
）や
和

歌
山
地
方
税
回
収
機
構
へ
徴
収
移
管
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
と
は

　

回
収
機
構
は
、
県
内
全
市
町
村
が
構

成
団
体
と
な
り
、
市
町
村
か
ら
滞
納
事

案
の
移
管
を
受
け
滞
納
者
宅
の
捜
索
、

不
動
産
・
預
金
・
売
掛
金
な
ど
の
差
押
、

公
売
な
ど
の
滞
納
整
理
に
よ
り
、
税
金

の
徴
収
を
専
門
に
行
う
一
部
事
務
組
合

で
す
。

◆
差
押
と
は

　

差
押
と
は
、
督
促
や
催
告
に
よ
り
納

税
の
履
行
を
促
し
て
も
納
め
て
い
な
い

時
に
、
税
の
公
平
を
保
つ
た
め
、
国
税

徴
収
法
お
よ
び
地
方
税
法
な
ど
に
基
づ

き
滞
納
者
の
財
産
の
処
分
を
禁
止
し
、

こ
れ
を
換
価
（
差
押
財
産
を
金
銭
に
換

え
る
こ
と
）
で
き
る
状
態
に
お
く
強
制

的
な
処
分
で
す
。

◆
差
押
で
き
る
財
産
と
は

　

差
押
で
き
る
財
産
は
、
不
動
産
（
土

地
・
建
物
）、
債
権
（
預
貯
金
・
給

与
・
生
命
保
険
・
有
価
証
券
な
ど
）、

電
話
加
入
権
、
動
産
（
自
動
車
・
電
化

製
品
・
美
術
品
な
ど
）
な
ど
の
広
範
囲

に
及
び
ま
す
。

◆
納
税
相
談

　

病
気
・
災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
に

よ
り
、
や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
納

付
で
き
な
い
方
は
、
期
間
を
定
め
分
割

納
付
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、

未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
な
く
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

納
税
は
国
民
の
義
務
で
す
。
町
税
は

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
徴
収
係
（
内
線

２
０
４
１
・
２
０
４
４
）

● 11月・12月は町税の滞納整理強化月間

タイヤロック（車差押）の状況タイヤロック（車差押）の状況タイヤロック（車差押）の状況
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● 
ね
た
き
り
老
人
介
護
支
援
金
の
支
給
に
つ
い
て

　

日
常
生
活
に
著
し
く
支
障
の
あ
る
在

宅
の
ね
た
き
り
の
高
齢
者
を
介
護
す
る

家
族
な
ど
に
対
し
、
支
援
金
を
支
給
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
介
護
者
の
労
を
ね
ぎ

ら
い
、
も
っ
て
高
齢
者
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
し
対
象
者
個
人
の

令
和
３
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
で
あ

り
、
か
つ
、
10
月
1
日
時
点
で
次
の
①

〜
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
ね
た
き
り

の
高
齢
者
を
居
宅
に
お
い
て
３
カ
月
以

上
継
続
し
て
介
護
し
て
い
る
家
族
な
ど
。

※
ね
た
き
り
の
高
齢
者
１
人
に
つ
き
介

護
者
１
人
を
対
象
と
し
ま
す
。

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
満
65
歳
以
上

　

で
あ
る
方

②
要
介
護
認
定
３
以
上
で
ね
た
き
り
状

　

態
で
あ
る
と
判
定
で
き
る
方

③
施
設
に
入
院
ま
た
は
入
所
し
て
い
な

　

い
方

支
援
金
の
額　

３
万
円

※
令
和
３
年
度
は
町
長
が
訪
問
し
、
手

渡
し
で
支
給
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
請
方
法　

次
の
も
の
を
ご
持
参
の
上

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑

・
振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の
（
手
渡
し

　

の
場
合
は
不
要
）

申
請
期
限　

令
和
４
年
２
月
28
日（
月
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
福

祉
係
（
内
線
２
０
６
４
）

マイナンバー休日窓口
※事前予約制

　平日、役場開庁時間内でのマ
イナンバーカードの申請・受取
が難しい方はお越しください。

11／28(日)9:00～15:00
問い合わせ

住民福祉課住民係（内線2065）

　償却資産とは、土地・家屋以外の事業の用
に供する資産（構築物・機械・器具・備品な
ど）のことで、１月１日時点で所有している
場合は、固定資産税の対象となります。
　償却資産には土地・家屋のように登記制度
がないため、所有者が町に申告する義務があ
ります。税務課では申告状況、内容について
確認する場合がありますので、ご理解とご協
力をお願いします。

【償却資産の例】
事務機器、駐車場舗装、商品陳列ケース、屋
外電気設備、看板、太陽光発電システムなど

問い合わせ
税務課固定資産税係（内線2043）

問い合わせ
生涯学習課社会教育係（内線3014）

● 償却資産申告を
　 忘れていませんか？

　新成人の方には、11月中に案内状を発送
します。案内状が届かない場合や、町出身者
で町外へ転出している方で、成人式に出席を
希望する場合は、お問い合わせください。

日程　令和４年１月９日（日）
受付　午後１時30分～
式典　午後２時～
場所　かつらぎ総合文化会館

● 令和４年成人式について
令和３年度

対象者（新成人）
　11月１日現在、町に住民登録をしている
平成13年４月２日～平成14年４月１日生ま
れの方。



広報かつらぎ  令和3年（2021年）11月号 8

令
和
３
年
度
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

最
優
秀
標
語

み
ん
な
で
守
ろ
う
！
こ
ど
も
の
権
利

　

子
ど
も
の
権
利
条
約
と
は
…
全
て
の

子
ど
も
（
18
歳
未
満
）
が
生
ま
れ
持
っ

た
能
力
を
十
分
に
伸
ば
し
て
成
長
し
、

幸
せ
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
い
う
世
界

共
通
の
願
い
か
ら
、
１
９
８
９
年
に
国

連
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
約
で

は
、
世
界
中
で
暮
ら
す
子
ど
も
み
ん
な

が
、
大
人
と
同
じ
よ
う
に
一
人
の
人
間

と
し
て
の
人
権
が
保
障
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
大
人
へ
と
成
長
す
る
途
中
に
あ

り
、
弱
い
立
場
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

は
保
護
や
配
慮
が
必
要
な
面
も
あ
る
た

め
、
子
ど
も
な
ら
で
は
の
権
利
も
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

町からのお知らせ

11 

月 

は

児 

童 

虐 

待

防 

止 

月 

間

児
童
虐
待
は
最
も
重
大
な
権
利
侵
害

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
最

も
大
切
な
４
つ
の
権
利
が
守
ら
れ
て
お

ら
ず
、
子
ど
も
の
心
身
の
成
長
お
よ
び

人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る

と
と
も
に
、
次
の
世
代
に
引
き
継
が
れ

る
お
そ
れ
も
あ
る
も
の
で
あ
り
、
子
ど

も
に
対
す
る
最
も
重
大
な
権
利
侵
害
で

す
。

児
童
虐
待
と
は
？

　

児
童
虐
待
は
大
き
く
４
つ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

身
体
的
虐
待

　

な
ぐ
る
、
け
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ

る
、
戸
外
に
し
め
だ
す
な
ど

性
的
虐
待

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為

を
見
せ
た
り
聞
か
せ
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

　

食
事
を
与
え
な
い
、
お
風
呂
に
入
れ

な
い
、
ケ
ガ
や
病
気
を
放
置
す
る
な
ど

心
理
的
虐
待

　

無
視
す
る
、
言
葉
で
お
ど
す
、
子
ど

も
の
前
で
の
家
庭
内
暴
力
が
あ
る
な
ど

※
親
が
「
し
つ
け
」
だ
と
思
っ
て
も
、

そ
の
行
為
が
子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け

る
も
の
で
あ
れ
ば
「
虐
待
」
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

「生きる権利」
　病気やけがをしたらきちんと
治療が受けられる権利などが定
められています。

「育つ権利」
　心とからだがすこやかに成長するために
必要な生活をおくる権利、教育を受ける権
利、自分の考えを持つ権利などが定められ
ています。

「守られる権利」
　あらゆる種類の暴力や
差別、誰かの利益のため
に利用されることから守
られる権利などが定めら
れています。

「参加する権利」
　知る権利や、自由に自分の意見
を言ったり、集まってグループを
つくったり、自由な活動を行なっ
たりできる権利などが定められて
います。

子どもにとって最も大切な4つの権利

オレンジリボンにはオレンジリボンには
子ども虐待を防止するという子ども虐待を防止するという
メッセージが込められています。メッセージが込められています。

オレンジリボンには
子ども虐待を防止するという
メッセージが込められています。

１
８
９
「
だ
れ
か
」
じ
ゃ
な
く
て

「
あ
な
た
」
か
ら

い
ち
は
や
く
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町からのお知らせ

虐待が将来にわたって
子どもに与え続ける影響

　児童虐待は子どもの生命を
脅かすだけでなく、将来にわ
たって心を深く傷つけます。
・言葉や学習の遅れなど「発
　達への影響」
・低身長低体重・栄養不足など「身体への
　影響」
・情緒不安定・自己否定感・強い不安感な
　ど「心への影響」
・暴力性・自傷行為・対人関係の形成など
　「行動への影響」
・適切な支援がないと「次の世代にも虐待
　を起こすおそれ」

しつけの際に
心がけたいこと

　子どもが危険な行為をしたり他人を傷つ
けるようなことをしたときは、しっかり言
い聞かせないといけませんが、子どもがき
ちんと理解して同じ過ちを繰り返さないた
めには、やみくもに怒ってはいけません。

・暴力（体罰）は絶対にダメ
・傷つける言葉を使わない
・他の子どもと比較しない（例：「○○さ
　んは出来るのに」）
・過去のことを蒸し返さない（例：「あの
　時もそうだったじゃない」）
・毅然と具体的に伝
　える（できるだけ
　短く、何が、なぜ、
　良くなくて、次は
　どうしたらよいか、
　など）

子育て中の人は

　子育ては思い通り
にはならないもので
す。また、子育て中
は孤独になり、スト
レスがたまりやすく、
子どもを必要以上に
𠮟ったり叩いたりし
てしまいやすい時期
です。
　頑張っている自分をねぎらったり、自分
だけの「お楽しみ」の時間を作ってリフ
レッシュをしたり、心のゆとりを作ること
は子どもの為にも必要です。ぜひ、親とし
ての自分も大切にしましょう！
　一人で子育ての大変さや悩みを抱えない
で、少しでも困ったことがあれば、まずは
周囲の人や相談機関に相談し、自分が楽に
なる解決方法を見つけましょう。

周囲の人は

　あいさつだけでも構いません、子育て中
の親や子どもにやさしくひと声かけてくだ
さい。周囲の温かいまなざしが大きな心の
ささえとなります。地域や親のネットワー
クが広がれば、子育てへの支援が増え、親
の負担も軽くなっ
ていきます。
　また、気になる
子どもや親を見か
けた際には、その
家庭が早期支援を
得られるためにす
ぐに情報提供願い
ます。

相談・問い合わせ相談・問い合わせ相談・問い合わせ

●かつらぎ町児童虐待相談ダイヤル（☎22-8877）●かつらぎ町児童虐待相談ダイヤル（☎22-8877）
●伊都振興局健康福祉部（☎0736-42-3210）●伊都振興局健康福祉部（☎0736-42-3210）
●和歌山県子ども・女性・障害者相談センター●和歌山県子ども・女性・障害者相談センター
　（☎189または073-445-5312）　（☎189または073-445-5312）
●緊急を要する場合→かつらぎ警察署（☎22-0110）●緊急を要する場合→かつらぎ警察署（☎22-0110）

●かつらぎ町児童虐待相談ダイヤル（☎22-8877）
●伊都振興局健康福祉部（☎0736-42-3210）
●和歌山県子ども・女性・障害者相談センター
　（☎189または073-445-5312）
●緊急を要する場合→かつらぎ警察署（☎22-0110）
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令和２年度決算報告
　令和２年度決算について、一般会計では歳入125億5735万2101円、歳出122億5469万8130円、
差引３億265万3971円となりました。令和２年度にどれくらい収入があり、どのような目的で使わ
れたのか、決算の概要と財政状況をお知らせします。

　歳入のうち町税では、個人
町民税・法人町民税の減少に
より、町税全体で2595万5542
円の減少となりました。

　歳出においては、新型コロナ
ウイルス対策関連事業や大谷小
学校大規模改修事業などの建設
工事の実施に伴い、歳出全体

　また、歳入では新型コロナウイルス感染症関連
国庫支出金の増加により全体で17億4247万133
円増加しました。

で18億4232万8313円の増加となりました。

01 一般会計

歳入
02 一般会計

歳出

｜町税の内訳

｜支出科目の内容
個人町民税
法人町民税
固定資産税
軽自動車税
町たばこ税
都市計画税
入湯税

議会費　議会活動など 　　総務費　自治振興･選挙など　
民生費　福祉･医療など 　　衛生費　保健･ごみ･し尿など　
農林水産業費　農林業振興など　  商工費　商工･観光振興など　
土木費　道路･公園の整備など　　消防費　消防･救急など　
教育費　小中学校･生涯教育など　公債費　町債(借入金)の返済　

６億832万5037円
8555万7300円

10億2688万8563円
7791万8505円

１億780万7700円
１億56万2065円
219万5865円

03 主な実施事業

防災情報伝達シス
テム整備事業

事業費
１億4289万4204円

大谷小学校大規模
改修事業

事業費
１億9757万6280円

かつらぎ西部公園
整備事業

事業費
１億5965万1277円

新型コロナウイルス
対策関連事業

事業費
22億1775万5391円

20億925万5035円20億925万5035円

39億914万８０００円39億914万８０００円

３０億５９６１万６６３９円３０億５９６１万６６３９円

20億925万5035円

令和２年度
歳入決算額
125億

5735万2101円

令和２年度
歳出決算額
122億

5469万8130円
39億914万８０００円

３０億５９６１万６６３９円

６億９５７４万７６８３円６億９５７４万７６８３円

２億９９０６万５３８４円２億９９０６万５３８４円

６億９５７４万７６８３円

1５億４９８万１２１円

２億９９０６万５３８４円

1億７５７３万９２３９円

９億３８０万円

45億6900万1441円45億6900万1441円

13億7367万6867円13億7367万6867円

10億1081万9770円10億1081万9770円

5億9025万1916円5億9025万1916円

10億8801万2910円10億8801万2910円

45億6900万1441円

13億7367万6867円

6億469万3029円
4億353万3179円

5億503万49円

10億1081万9770円

5億9025万1916円

10億8801万2910円

6億3564万7629円 9042万3644円

13億8360万7696円13億8360万7696円13億8360万7696円

防災ラジオ防災ラジオ防災ラジオ

大谷小学校大谷小学校大谷小学校 かつらぎ西部公園かつらぎ西部公園かつらぎ西部公園

コロナワクチン接種イメージコロナワクチン接種イメージコロナワクチン接種イメージ
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04 特別会計決算

05 公営企業会計決算

06 基金・町債

　全ての会計において、黒字決算となり、総額で歳入60億9934万2239
円、歳出58億6936万2440円、差引２億2997万9799円となりました。

　公営企業会計は、地方公営企業法の適用を受ける会計で、一般会
計や特別会計と区別されます。

　基金は条例に基づき設置するもので、特定の事業を行うためや、財源不
足に対応するために積立て・取り崩しを行う預金のことです。令和２年度

は普通交付税および地方消費税交付金等の増額により、現在高が増加しています。
　町債は建設事業をするために町が行う借金のことです。後年にわたって借金を返済することで、事業
に係る世代間の負担を公平化します。令和２年度は、元金償還額が町債発行額を上回ったことで、現在
高が減少しています。

令和２年度は両会計において、黒字決算となりました。

4億19万6151円 3億4646万2949円

9億413万2419円 7716万939円

5373万3202円 4955万7954円 1億3329万1156円

8億2697万1480円

水道事業会計決算

総 収 益

会　　　計　　　名

計

シビックセンター
国民健康保険事業
天野診療所事業
後期高齢者医療事業
介護保険事業
花園地域交流推進施設運営事業

5625万3510円
25億179万8335円

918万7687円
6億150万6734円

28億1368万5740円
1億1691万233円

60億9934万2239円

5617万4780円
24億4464万1398円

886万6792円
5億9633万9374円
26億4646万3975円
1億1687万6121円
58億6936万2440円

7万8730円
5715万6937円
32万895円

516万7360円
1億6722万1765円

3万4112円
2億2997万9799円

歳　　　入 歳　　　出 差　　　引

総 費 用 当年度純利益

流動資産 流動負債 差　　引

前年度繰越利益
剰余金

当年度末処分利益
剰余金

下水道事業会計決算

4億9692万6497円 4億6282万9553円

5268万728円 2億5662万1271円

3409万6944円 0円 3409万6944円

△2億394万543円

総 収 益 総 費 用 当年度純利益

流動資産 流動負債 差　　引

前年度繰越利益
剰余金

当年度末処分利益
剰余金

町民１人当たりの預金/借金

平成28年度 令和２年度
人口17,366人         人口16,309人
預金16万円            預金12万円
借金90万円            借金84万円

基
金
残
高

町
債
残
高

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度

基金・町債 現在高の推移

※一般会計に係る基金・町債のみを集計しています。基金現在高 町債現在高

３０億００００万円

２５億００００万円

２０億００００万円

１５億００００万円

１０億００００万円

５億００００万円

０

１６０億００００万円

１５５億００００万円

１５０億００００万円

１４５億００００万円

１４０億００００万円

１３５億００００万円

１３０億００００万円

１２５億００００万円

１４１億８４５０万円１４１億８４５０万円１４１億８４５０万円

１５１億３２９０万円
１５４億７２０４万円

１５６億３４７５万円

２７億６４４１万円２７億６４４１万円 ２４億２７６６万円２４億２７６６万円 ２３億８２２８万円２３億８２２８万円 １７億１５３１万円１７億１５３１万円 ２０億２１１１万円２０億２１１１万円２７億６４４１万円 ２４億２７６６万円 ２３億８２２８万円 １７億１５３１万円 ２０億２１１１万円

１３７億７２００万円１３７億７２００万円１３７億７２００万円
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町からのお知らせ

08目的税等使用状況

, 

07健全化判断比率
    資金不足比率

　健全化判断比率・資金不足比率は、町の財政状況を判断するための指
標で、前年度の決算を基に比率を算定し、すべての地方公共団体が毎年公
表します。この比率が一定の基準を超えた場合は、財政健全化計画などの
策定が義務付けられます。令和２度決算の算定の結果は、すべての数値に

　歳入のうち、都市計画税、入湯税、消費税交付金(社会保障経費分)、
森林環境譲与税については、一定の政策目的を達成するために使途

を限定されています。令和２年度におけるこれらの歳入の使途は、次のとおりとなっています。

おいて、早期健全化基準または経営健全化基準を下回っているため、健全化計画の策定は不要です。

健全化判断比率

資金不足比率

※実質赤字比率・連結実質赤字比率、資金不足比率は赤字額
(資金不足額)がないため、「-」で表示します。

実質赤字
比率

特別会計の名称 経営健全化
基準

資金不足
比率

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負担
比率

2年度
(前年度)
早期健全化基準
財政再生基準

-
(-)

14.38%
20.00%

-
(-)

19.38%
30.00%

10.4%
(11.7％)
25.0%
35.00%

62.5%
(92.7％)
350.0%

水道事業会計
下水道事業会計

-
- 20%

用語の解説　❶実質赤字比率…町の一般会計などの赤字の比率　❷連結実
質赤字比率…町のすべての会計の収支を合算し、町全体としての赤字の比
率　❸実質公債費比率…借入金返済額の大きさを比率化したもので、資金
繰りの危険度を表す比率　❹将来負担比率…町全体の借入金や将来支払っ
ていく必要がある負担の残高の程度を表す比率　❺健全化判断比率…❶～
❹の比率の総称　❻資金不足比率…公営企業の資金不足を事業の規模と比
較したもので、経営状況を表す比率

①都市計画税　都市計画事業・土地区画整理
　事業の財源とするため、家屋や土地の所有
　者に課税されています。

③消費税交付金(社会保障経費分)　消費税の
　引き上げによる増収分で、社会保障施策の
　財源として活用するものとされています。

歳入額　１億56万２千円
使途　主に下水道事業の財源として活用しま
　　　した。

②入湯税　環境衛生施設、消防施設などの整
　備、観光施設に係る経費の財源とするため、
　入湯客に課税されています。
歳入額　219万６千円
使途　観光パンフレットの印刷や観光トイレ
　　　清掃に係る財源として活用しました。

④森林環境譲与税　 森林整備や林業人材の確
　保、木材利用の促進等の財源とするため、国
　から市町村に譲与されている税金です。
歳入額　2241万６千円
使途　私有林の管理意向調査や森林の整備事
         業の財源として活用しました。

歳入額　１億8741万６千円
使途　全額、こども園の運営経費の財源とし
　　　て活用しました。

都市計画事業費
下水道事業
町債償還
都市計画税
国庫支出金
町債
一般財源
その他

森林管理意向調査等業務委託料
環境林基盤整備事業補助金
森林再生統合事業補助金

森林環境譲与税
一般財源

４億7459万４千円
8073万７千円

３億9385万７千円
１億56万２千円
2329万４千円
１億1710万円

２億2986万２千円
377万６千円

604万１千円
1144万９千円
1337万７千円
2241万６千円
845万１千円

内
訳

財　

源

観光トイレ清掃業務委託料
観光パンフレット印刷

入湯税
一般財源

285万円
137万円

219万６千円
202万４千円

財
源

財
源

実質公債比率

将来負担比率単位：％

107.8

10.8 10.4
11.6 11.712.6

113.1 111.7
92.7

62.5

120.0

100.0

80.0

60.0

40.0

20.0

0

14.0

12.0

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0

単位：％

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度
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まちのわだいまちのわだいまちのわだい

人権の花運動
写真コンテスト入賞

　第39回和歌山県小学校人権の花運動写真コンテストにおいて、
次の学校が入賞されました。

教育長および教育委員の再任

●教育長
　教育長の任期満了に伴い、池田八主雄教育長が
再任されました。
任期　９月11日～令和６年９月10日

●教育委員
　教育長の再任に伴い、草田蒼太委員が教育長職
務代理者として９月11日付けで再任されました。
また、任期満了に伴い、９月29日付けで菅野太
佳子委員が再任されました。
任期　９月29日～令和７年９月28日

優秀賞　大谷小学校、妙寺小学校、梁瀬小学校
奨励賞　笠田小学校

❶大谷小学校❷梁瀬小学校❸妙寺小学校❹笠田小学校

❷

❸ ❹

❶

左から）池田教育長、
草田教育長職務代理、
菅野委員



子ども議会開催時の写真子ども議会開催時の写真
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子ども議会開催時の写真子ども議会開催時の写真子ども議会開催時の写真
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くらしの情報  INFO

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
年
末
調
整
関
係
な
ど
の
各
用
紙
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

主
催　

粉
河
納
税
協
会
・
粉
河
税
務
署

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

粉
河
税
務
署 

法
人
課
税
第
１
部
門
（
☎
０
７
３
６
―

73
―
４
２
５
５
・
ま
た
は
４
２
８
８
）

和
歌
山
県
最
低
賃
金　

時
給
額
８
５
９
円

効
力
発
生
日　

10
月
１
日

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
労
働
局
賃
金
室

（
☎
０
７
３
―
４
８
８
―
１
１
５
２
）

和
歌
山
県
最
低
賃
金
が
改
定

さ
れ
ま
し
た

　

令
和
３
年
分
の
年
末
調
整
の
仕
方
、

法
定
調
書
の
作
成
方
法
な
ど
に
つ
い
て

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
説
明
会
で
は
、
年
末
調
整
に

お
け
る
前
年
か
ら
の
変
更
点
を
は
じ
め
、

令
和
３
年
度
税
制
改
正
事
項
な
ど
に
つ

い
て
も
説
明
し
ま
す
。

日
時　

11
月
25
日（
木
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

場
所　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル

（
注
）説
明
会
の
参
加
は
、
事
前
予
約
制

と
し
ま
す
。

申
込
期
間　

11
月
１
日（
月
）〜
19
日

（
金
）　

土
日
祝
除
く
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

定
員　

２
０
０
人
（
粉
河
税
務
署
管
内

の
源
泉
徴
収
義
務
者
、
原
則
各
１
人
）

※
定
員
に
達
し
た
場
合
、
申
込
期
間
内

で
あ
っ
て
も
申
し
込
み
を
終
了
し
ま
す
。

源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
説

明
会
の
ご
案
内

職 

員 

人 

事

町
長
部
局
（　

）
は
前
職

◆
花
園
地
域
振
興
課

▽
副
主
幹
兼
地
域
振
興
係
長
事
務
取
扱

い　

小
林
理
恵
（
住
民
福
祉
課
副
主
幹

兼
福
祉
係
長
事
務
取
扱
い
）

◆
住
民
福
祉
課

▽
福
祉
係
長　

中
幸
代
（
同
課
住
民
係

長
）
▽
住
民
係
長　

坂
田
あ
す
香
（
花

園
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係
長
）

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
係
（
内
線

２
０
２
１
）

異
動
（
９
月
１
日
付
）

　

町
で
は
新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
貴
重
な
意
見
を
収
集
す

る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
対
象
者
は
、
町
内
に
居
住
す
る

16
歳
以
上
の
方
か
ら
１
７
０
０
人
を
無

作
為
に
選
び
、
11
月
初
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

回
収
し
た
調
査
票
で
個
人
が
特
定
さ

れ
る
こ
と
や
、
他
の
目
的
に
利
用
す
る

新
庁
舎
建
設
に
か
か
る
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

お 

知 

ら 

せ

　

町
体
育
協
会
で
は
、
町
内
の
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
普
及
に
功
績
の
あ

っ
た
方
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
の
「
表
彰
規
程
」
お

よ
び
「
選
考
基
準
」
を
確
認
し
、
該
当

す
る
方
は
「
功
績
調
書
」
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限　

11
月
26
日（
金
）

提
出
物　

功
績
調
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

そ
の
他　

提
出
さ
れ
た
功
績
調
書
に
基

づ
き
、
体
育
協
会
の
選
考
委
員
会
に
て

選
考
し
、
結
果
を
12
月
中
旬
頃
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
受
賞
者
は
、
令
和
４
年

１
月
16
日（
日
）開
催
予
定
の
表
彰
式
に

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

※
表
彰
日
程
お
よ
び
表
彰
式
会
場
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
状
況
な
ど
に
よ
り
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ　

か
つ
ら
ぎ
町
体

育
協
会
事
務
局（
生
涯
学
習
課
内
）（
☎

22
―
０
３
０
３
・
内
線
３
０
１
８
）

町
体
育
協
会
表
彰
に
つ
い
て

　

こ
こ
ろ
の
病
気
の
あ
る
方
と
生
活
し

て
い
る
家
族
の
方
々
へ
の
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　

近
所
の
人
に
も
話
せ
な
い
よ
う
な
悩

み
を
、
家
族
だ
け
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん

か
。
似
た
よ
う
な
体
験
を
し
て
い
る
人

は
、
他
に
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

出
口
が
な
く
て
も
、
気
持
ち
が
軽
く
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
障
が
い
の
こ
と
、

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

皆
さ
ん
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
６
日（
月
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

令
和
３
年
度  

精
神
障
害
者
家

族
教
室
の
ご
案
内
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INFO  くらしの情報
　

高
齢
の
父
が
亡
く
な
り
、
残
さ
れ
た

娘
姉
妹
が
遺
産
の
分
割
で
言
い
争
い
に

な
り
ま
し
た
。

　

東
京
で
暮
ら
す
妹
は
「
実
家
の
土
地

建
物
や
田
畑
は
姉
さ
ん
に
譲
る
代
わ
り

に
預
貯
金
全
部
を
私
が
い
た
だ
く
わ
」

と
主
張
し
ま
す
が
、
実
家
に
暮
ら
す
姉

は
「
田
畑
の
管
理
は
大
変
で
相
続
す
る

だ
け
大
赤
字
な
の
に
預
貯
金
も
私
が
相

続
し
な
い
と
割
に
合
わ
な
い
わ
よ
」
と

一
歩
も
譲
り
ま
せ
ん
。
「
そ
ん
な
の
私

に
は
何
も
残
ら
な
い
か
ら
全
部
売
り
払

っ
て
お
金
に
し
て
分
け
れ
ば
い
い
」
と

知
っ
て
く
だ
さ
い
。
自
筆
証
書
遺

言
書
保
管
制
度

　

林
退
共
は
、
昭
和
57
年
に
発
足
し
た

林
業
界
で
働
く
方
の
た
め
、
国
が
作
っ

た
退
職
金
制
度
で
す
。

 

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

従
事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金

と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、

そ
の
従
事
者
が
林
業
界
を
辞
め
た
と
き

に
、
林
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と

い
う
、
い
わ
ば
林
業
界
全
体
の
退
職
金

制
度
で
す
。

妹
が
言
い
返
し
て
も
、
姉
は
「
先
祖

代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
土
地
だ
か
ら

手
放
せ
な
い
わ
よ
」
と
お
互
い
の
主
張

は
平
行
線
の
ま
ま
。

　

こ
ん
な
と
き
に
亡
く
な
ら
れ
た
父
の

遺
言
書
が
あ
れ
ば
、
大
切
な
娘
た
ち
は

言
い
争
い
に
な
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

遺
言
書
は
、
次
世
代
に
残
す
故
人
の

意
思
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
親
族
間
の
紛

争
を
未
然
に
防
ぐ
も
の
で
す
。
ご
自
身

で
作
成
さ
れ
た
遺
言
書
を
法
務
局
へ
預

け
る
こ
と
で
、
よ
り
安
心
な
も
の
と
な

り
ま
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
遺
言
書
を

法
務
局
が
守
り
ま
す
。
自
筆
証
書
遺
言

書
保
管
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
地
方
法
務
局
橋

本
支
局（
☎
０
７
３
６
―
32
―
０
２
０
６
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林

退
共
）
へ
加
入
し
ま
せ
ん
か

　11月９日（火）～15日（月）までの１週間、秋の全国火災予防運動を実施します。これから寒さも厳
しくなり、火を取り扱う機会が多くなります。一人一人が火災予防を心がけ、私たちの町から火災
を出さないようにしましょう。

火災による死者ゼロを目指して（住宅用火災警報器について）
　全国で住宅火災による死亡事例が発生しています。住宅用火災警報器の設置が義務化となり、10
年以上が経過しました。機器の交換の目安が10年となっていますので、今一度、点検を実施し、住
宅火災による死者ゼロを目指しましょう。

４つの習慣
●寝たばこは絶対にし
ない、させない。
●ストーブの周りに燃
えやすいものを置か
ない。
●こんろを使うときは
火のそばを離れない。
●コンセントはほこり
を清掃し、不必要な
プラグは抜く。

６つの対策
●火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろなどは安全装置の付いた
機器を使用する。
●火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10
年を目安に交換する。
●火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類およびカー
テンは防炎品を使用する。
●火災を小さいうちに消すために、消火器などを設置し、使い方を確認
しておく。
●お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、
備えておく。
●防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策
を行う。

秋の全国火災予防運動 問い合わせ　伊都消防組合消防本部（☎22-0119）

住宅防火いのちを守る１０のポイント

場
所　

橋
本
保
健
所
２
階
会
議
室
（
橋

本
市
高
野
口
町
名
古
曽
９
２
７
）

内
容　

親
亡
き
後
の
備
え
〜
み
な
さ
ん

ど
う
し
て
ま
す
か
？
〜　
　

進
行　

橋
本
保
健
所
職
員

参
加
費　

無
料

定
員　

15
人
（
申
込
制
）

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
直
接
お
電
話
、

ま
た
は
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
ス
で
「
氏
名

／
連
絡
先
／
特
別
な
配
慮
（
手
話
通
訳

や
要
約
筆
記
な
ど
）
が
必
要
か
ど
う

か
」
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

橋
本
保
健

所
（
☎
０
７
３
６
―
42
―
５
４
４
０
・

フ
ァ
ク
ス
０
７
３
６
―
42
―
０
８
８
６
）
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募　

集

◆
自
衛
官
候
補
生

資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付　

年
間
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

試
験
日　

受
付
時
に
説
明

◆
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

受
付
期
間　

11
月
１
日（
月
）〜
12
月
３

日（
金
）

〈
推
薦
〉

自
衛
官
な
ど
の
募
集

　

年
間
を
通
し
て
、
糖
尿
病
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
が
学
べ
る
教
室
で
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
、
西
風
健
康
運
動
指
導
士
の

も
と
、
早
歩
き
と
ゆ
っ
く
り
歩
き
を
取

り
入
れ
た
有
酸
素
運
動
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
10
日（
水
）午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

※
動
き
や
す
い
服
装
と
水
分
補
給
の
ご

用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進

課
衛
生
係
（
内
線
２
０
５
９
）

糖
尿
病
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室

資
格　

男
性
で
中
卒（
見
込
含
）17
歳
未

満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
な
ど

に
顕
著
な
実
績
を
修
め
、
学
校
長
が
推

薦
で
き
る
方
。

受
付　

11
月
１
日（
月
）〜
12
月
３
日

（
金
）

試
験
日　

令
和
４
年
１
月
８
日（
土
）〜

11
日（
火
）の
指
定
す
る
１
日

〈
一
般
〉

資
格　

男
性
で
中
卒（
見
込
含
）17
歳
未

満受
付　

11
月
１
日（
月
）〜
令
和
４
年
１

月
14
日（
金
）

試
験
日

・
一
次　

令
和
４
年
１
月
22
日（
土
）

・
二
次　

令
和
４
年
２
月
５
日（
土
）・

６
日（
日
）の
指
定
す
る
１
日

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
地
方
協
力
本
部

橋
本
地
域
事
務
所
（
☎
０
７
３
６
―
32

―
０
７
４
４
）

◆
掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、
法
人

で
は
損
金
、
個
人
企
業
で
は
必
要
経
費

と
な
り
ま
す
。

◆
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま
す
。

◆
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

・
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ
て
適

正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従
事
者

が
林
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ

ず
に
退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者

退
職
金
共
済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部（
☎
03
―
６
７
３
１
―
２
８
８
９
）

　

11
月
12
日（
金
）〜
18
日（
木
）は
全
国

一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
で
す
。

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス

ト
ー
カ
ー
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
女
性
を

め
ぐ
る
人
権
の
何
で
も
相
談
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
法

務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

期
間　

11
月
12
日（
金
）〜
18
日（
木
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
土
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
・
和
歌
山
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会（
☎
０
７
３
―
４
２
２
―
５
１
３
１
）

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

就
労
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
る
無
業

の
方
に
、
寄
り
添
い
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
お
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
、
Ｐ
Ｃ
ラ

ー
ニ
ン
グ
、
職
場
体
験
・
見
学
な
ど
、

各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
、
就
労
を
目
指
し
ま
す
。

履
歴
書
作
成
、
面
接
練
習
な
ど
、
就
職

活
動
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

対
象　

15
歳
〜
49
歳
の
方
と
そ
の
家
族

開
所
時
間　

月
〜
金
曜
の
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
※
祝
日
除
く

費
用　

無
料

問
い
合
わ
せ　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
き
の
か
わ
（
☎
０
７
３
６
―
33

―
２
９
０
０
）

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

就
職
相
談

相　

談

認知症や介護の相談･情報交換･勉強会

日時・場所
毎月第３木曜 午後１時～３時
かつらぎ町地域福祉センター２階

問い合わせ　健康推進課長寿社会係
(内線6020)／かつらぎ町地域包括支
援センター(☎22-2322)

「 認知症家族の会 」

くらしの情報  INFO
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相談名 相談日 時間 場所 問い合わせ

町内事業者・住民の方
に対して、求人求職の
情報提供・あっせん

ひきこもり青年の
ための「居場所」

無料法律相談

ひきこもり相談会

よりみち親の会

ふくし何でも相談

13:30～15:30

19:00～21:00

13:30～15:30

8:30～17:15

13:00～17:00
（予約制）

13:00～16:00

11/8㈪、22㈪

11/10㈬、12/1㈬

11/5㈮、19㈮

月～金曜（祝日除く）

①11/2㈫
②11/9㈫
③11/16㈫
④11/24㈬

①かつらぎ町役場
②高野町役場
③橋本市役所消費生活センター
④九度山町ふるさとセンター
①笠田公民館佐野分館
②笠田東児童館
③かつらぎ総合文化会館

13:30～15:30
（先着順）

就職相談
①11/9㈫
②11/16㈫
③11/10㈬、25㈭

14:00～15:30

8:30～17:15

大谷地域
　　交流センター
１階和室

ＮＰＯ法人よりみち
☎090-7093-9595

地域福祉センター

同上 同上

同上 同上

同上 同上

保健福祉センター
１階機能訓練室

社会福祉協議会
☎22-4311

健康推進課衛生係
内線6031

役場産業観光課
かつらぎ町
無料職業紹介所
（産業観光課内）
内線2103

産業観光課商工観
光係
内線2103

伊都振興局企画産
業課
☎0736-33-4909

日常生活上の困りごと
など幅広い相談に

理学療法士相談
自宅での自主リハビリ
や健康体操の方法など
でお悩みの方

消費生活相談
悪質な訪問販売や契
約・取引に関するトラ
ブルなどでお悩みの方

無料職業紹介所

月～金曜（祝日除く）
※電話相談や、訪問
相談も行っています

月～金曜(祝日除く）
11/6㈯は11:00～柿の
茶屋交流イベント

11/1㈪※要電話予約

相 談 窓 口

児童虐待相談ダイヤル

　「虐待を受けていると思われる子どもを発見した｣｢子育
てが辛くてつい子どもにあたってしまう｣など、一人で抱
えないでお気軽にご相談ください。※秘密は厳守されま
す。かつらぎ町児童虐待相談ダイヤル（☎22－8877）
【その他の相談先】
伊都振興局健康福祉部（☎0736－42－3210）
和歌山県子ども・女性・障害者相談センター（☎189番）
※緊急を要する場合は警察（☎110番）まで

有　

料　

広　

告

納期限
11月30日（火）

● 町民税・県民税　　　　第６期
● 固定資産税　　　　　　第６期
● 国民健康保険税　　　　第５期
● 後期高齢者医療保険料　第５期

町税などの納付は便利で確実な口座振
替をご利用ください。
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人 

権 

作 

文

ち
は
、
私
は
私
。
人
は
人
。
と
は
っ
き

り
区
切
り
を
つ
け
、
自
分
の
価
値
観
や

考
え
方
が
少
数
派
で
あ
る
こ
と
を
理
解

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
上
で
彼
、
彼
女

た
ち
は
周
り
に
何
を
言
わ
れ
よ
う
が
決

し
て
折
れ
る
こ
と
な
く
自
分
自
身
を
受

け
入
れ
て
い
ま
し
た
。
人
と
し
て
と
て

も
強
い
と
私
は
思
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

友
人
た
ち
が
「
メ
ン
ズ
の
服
を
見
て
る

と
変
な
目
で
見
ら
れ
る
。」「
髪
を
切
る

時
、
本
当
に
男
の
子
が
好
き
か
確
認
さ

れ
る
。」
と
言
っ
た
話
を
聞
く
た
び
、

私
は
苦
虫
を
潰
し
た
よ
う
な
顔
に
な
る

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
何
故
、
異
性
以
外

を
愛
す
る
の
は
悪
と
言
わ
れ
る
の
か
。

何
故
、
女
性
ら
し
く
男
性
ら
し
く
と
決

め
つ
け
ら
れ
る
の
か
。
私
は
ず
っ
と
疑

問
に
思
っ
て
い
ま
す
。
多
数
の
意
見
だ

け
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
少

数
の
意
見
も
き
ち
ん
と
受
け
入
れ
尊
重

す
べ
き
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

最
近
見
た
と
あ
る
記
事
が
私
の
心
に

深
く
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
昔
、

と
あ
る
国
で
同
性
愛
者
で
あ
る
女
性
が

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
は
、
一
般
的

に
同
性
愛
者
や
両
性
愛
者
、
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
の
方
々
を
指
し
ま
す
。

何
ら
か
の
理
由
で
「
性
」
の
あ
り
方
や

感
性
が
多
数
派
と
は
異
な
る
少
数
派
の

人
た
ち
の
こ
と
で
す
。
私
自
身
も
少
数

派
に
含
ま
れ
る
の
で
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
今
で
も
不
意
に
悩
む
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

私
の
友
人
に
は
、
心
と
身
体
の
性
が

違
う
人
や
同
性
愛
者
が
比
較
的
多
く
い

ま
す
。
昔
、
そ
の
友
人
た
ち
と
話
し
て

い
る
時
に
一
度
は
皆
口
に
出
し
た
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
も
っ
と
女
の

子
ら
し
く
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
と

言
わ
れ
る
と
と
て
も
不
愉
快
。」
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
私
の
周
り
の
友
人
に

限
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す

が
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
人
た

大
統
領
に
就
任
し
た
と
言
う
も
の
で
し

た
。
私
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
ど
ん
ど

ん
広
め
て
、
少
数
派
の
人
が
あ
た
り
前

の
よ
う
に
す
ご
せ
る
世
の
中
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

し
て
い
つ
も
自
分
の
送
っ
て
い
る
普
段

の
生
活
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
可
哀
想
と
思
っ
た
こ
と
は
一

度
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
人
た
ち

は
自
分
が
不
幸
だ
と
全
く
感
じ
て
お
ら

ず
、
む
し
ろ
人
生
を
楽
し
ん
で
い
る
か

の
よ
う
に
笑
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
お
か

げ
で
こ
っ
ち
ま
で
幸
せ
な
気
持
ち
に
な

れ
る
こ
と
が
い
つ
も
不
思
議
で
あ
る
。

　

私
が
飲
食
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
た
あ
る
日
の
こ
と
だ
。
親
子
と
思
わ

れ
る
四
十
歳
代
ぐ
ら
い
の
女
性
と
小
学

生
ぐ
ら
い
の
男
の
子
が
来
店
し
て
き
た
。

私
は
い
つ
も
通
り
大
き
な
声
で

　

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
何
名
様
で

す
か
。」

と
尋
ね
た
。
し
か
し
親
子
は
キ
ョ
ト
ン

と
し
て
い
て
反
応
が
な
か
っ
た
。
私
は

も
う
一
度
先
ほ
ど
よ
り
大
き
い
声
で
質

問
を
し
た
。
す
る
と
男
の
子
が
あ
わ
て

た
よ
う
に
手
を
ピ
ー
ス
の
形
に
し
て
私

に
見
せ
た
。
少
し
違
和
感
が
残
っ
た
が
、

　

「
二
名
様
で
す
ね
。
テ
ー
ブ
ル
席
に

ご
案
内
し
ま
す
。」
と
言
っ
て
、
親
子

「 

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て 

」

笠
田
高
等
学
校

一
般
の
部 
優
秀
賞

　

私
は
障
害
の
あ
る
人
の
人
権
を
尊
重

出
来
る
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
生
ま

れ
つ
き
精
神
や
身
体
に
異
常
が
あ
る
人

や
、
突
然
の
事
故
や
病
気
の
発
症
な
ど

で
、
体
の
ど
こ
か
の
機
能
が
不
自
由
に

な
っ
た
人
が
特
集
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ

番
組
を
よ
く
見
か
け
る
。
そ
の
人
た
ち

は
揃
っ
て
『
普
通
の
暮
ら
し
を
送
る
こ

と
が
一
番
の
幸
せ
だ
』
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
言
葉
に
す
る
。
私
は
そ
れ
に
対

「 

障
害
者
が
不
自
由
な
く
暮
ら
せ

　
る
社
会
へ 

」

笠
田
高
等
学
校

一
般
の
部 

優
秀
賞
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バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
っ
た
障
害
者
が
不

自
由
な
く
生
活
出
来
る
社
会
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

を
案
内
し
た
。
案
内
し
終
え
、
立
ち
去

ろ
う
と
す
る
と
女
性
が
私
の
腕
を
掴
み
、

手
と
口
を
大
き
く
動
か
し
始
め
た
。
私

は
そ
の
瞬
間
に
手
話
を
し
て
い
る
と
気

付
い
た
が
、
何
を
伝
え
た
い
の
か
分
か

ら
な
か
っ
た
。
戸
惑
っ
て
い
る
と
、
女

性
は
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
か
ら
手
帳
と
ボ

ー
ル
ペ
ン
を
取
り
出
し
、
『
ク
レ
ジ
ッ

ト
決
済
で
き
ま
す
か
』
と
書
か
れ
た
手

帳
を
渡
し
て
き
た
。
私
は
ポ
ケ
ッ
ト
か

ら
自
分
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
取
り
出
し
、

『
出
来
ま
す
』
と
書
い
て
女
性
に
返
し

た
。
す
る
と
女
性
は
笑
顔
で
手
話
を
し

た
。
意
味
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
る
こ
と
は
理
解

出
来
た
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
女
性
は
耳

が
聞
こ
え
て
お
ら
ず
、
声
が
出
せ
な
い

の
だ
ろ
う
。
私
は
そ
の
親
子
の
こ
と
を

何
も
知
ら
な
い
が
、
幸
せ
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
心
か
ら
思
っ
た
。

　

私
は
こ
の
経
験
か
ら
、
支
援
を
必
要

と
す
る
障
害
者
の
方
を
自
分
が
出
来
る

範
囲
で
助
け
た
い
と
思
っ
た
。
そ
の
た

め
に
は
、
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
、

の
が
難
し
く
な
っ
て
い
き
、
私
は
普
通

で
は
な
い
の
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。
私
は
自
分
を
さ
ら
け
出
し

た
か
っ
た
の
だ
が
、
周
り
の
人
と
同
じ

で
な
け
れ
ば
、
い
じ
め
ら
れ
た
り
、
馬

鹿
に
さ
れ
た
り
し
た
経
験
が
あ
っ
た
た

め
、
自
分
を
さ
ら
け
出
せ
ず
、
偽
り
ま

み
れ
の
自
分
に
疲
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

 

私
の
こ
の
経
験
は
人
権
問
題
だ
と
思

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
の
よ
う
な
性
的

少
数
者
は
、
差
別
さ
れ
た
り
、
い
じ
め

ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
性
的
少
数
者
は
「
レ
ズ
ビ
ア
ン

（
女
性
同
性
愛
者
）」「
ゲ
イ（
男
性
同
性

愛
者
）」「
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル（
両
性

愛
者
）」「
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー（
性
別

越
境
者
）」
の
頭
文
字
を
と
っ
た
「
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
他
者
と

少
し
違
う
こ
と
か
ら
、
不
安
を
抱
き
、

差
別
的
あ
る
い
は
侮
辱
的
な
扱
い
を
受

け
、
あ
り
の
ま
ま
で
生
き
ら
れ
な
い
社

会
で
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同

じ
人
間
で
あ
る
か
ら
に
は
、
平
等
に
扱

わ
れ
な
い
と
い
け
な
い
が
、
様
々
な
分

野
で
の
課
題
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

最
近
は
、
「
腐
女
子
・
腐
男
子
」
と

呼
ば
れ
る
男
性
や
女
性
同
士
の
恋
愛
漫

画
が
好
き
な
人
が
増
え
て
き
た
お
か
げ

で
、
性
へ
の
理
解
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
私
達
性
的
少
数
者
に
嫌
悪
感

を
い
だ
く
人
は
未
だ
に
い
る
だ
ろ
う
。

そ
の
人
達
は
、
ま
ず
否
定
を
せ
ず
、
理

解
し
よ
う
と
し
て
、
嫌
悪
感
を
形
に
出

さ
ず
心
に
と
ど
め
て
て
お
い
て
ほ
し
い
。

そ
れ
に
、
性
的
少
数
者
も
自
分
に
自
信

を
も
っ
て
い
て
ほ
し
い
。
「
ド
ラ
ァ
グ

ク
イ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
派
手
な
女
装

を
し
た
人
達
は
性
的
少
数
者
で
あ
り
な

が
ら
、
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
て
、

自
分
を
さ
ら
け
出
し
て
生
き
て
い
る
。

加
え
て
、
寛
容
深
く
、
人
と
し
て
尊
敬

で
き
る
人
達
で
あ
る
。
私
は
、
自
分
に

自
信
が
も
て
な
い
性
的
少
数
者
が
、
彼

や
彼
女
達
の
生
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
、

自
分
を
さ
ら
け
出
せ
る
平
等
で
理
解
し

合
え
る
世
界
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

私
は
小
学
生
の
時
、
と
て
も
素
直
で
、

好
き
な
も
の
は
好
き
と
、
嫌
い
な
も
の

は
嫌
い
と
言
え
る
人
間
で
あ
っ
た
。
そ

の
う
え
、
私
は
男
女
両
方
を
恋
愛
対
象

と
し
て
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、

私
は
軽
は
ず
み
で
男
の
子
に
好
き
と
言

っ
た
の
だ
が
、
そ
の
男
の
子
は
「
男
が

男
を
好
き
な
ん
て
お
か
し
い
」
と
言
い

放
っ
た
の
だ
。
当
時
の
私
は
、
好
き
な

も
の
を
好
き
と
言
っ
て
何
故
お
か
し
い

の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
私
は
、
歳
を
重

ね
る
ご
と
に
、
自
分
の
感
情
を
伝
え
る

「 

自
分
を
さ
ら
け
出
せ
る
世
界
へ 

」

笠
田
高
等
学
校

一
般
の
部 

優
秀
賞
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ト
ウ
モ
ロ
コ
シ　

と
れ
た
て
ｇ
ｅ
ｔ　

う
れ
し
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　

妙
寺
小
学
校
５
年　

上
田　

未
夕

き
れ
い
だ
な　

も
み
じ
や
イ
チ
ョ
ウ　

散
る
季
節

　
　
　
　
　
　
　
　

笠
田
小
学
校
４
年　

山
田　

柚
奈

な
つ
か
し
い　

ド
ン
グ
リ
こ
ろ
こ
ろ　

広
場
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

笠
田
小
学
校
４
年　

松
山　

志
保

秋
の
外　

イ
チ
ョ
ウ
や
も
み
じ
が　

舞
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　

渋
田
小
学
校
４
年　

前
坂
は
づ
き

夏
休
み　

家
族
み
ん
な
で　

川
あ
そ
び

　
　
　
　
　
　
　
　

渋
田
小
学
校
５
年　

中
薗　

弥
洋

も
み
じ
の
葉　

も
こ
も
こ
し
て
る　

く
も
み
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷
小
学
校
５
年　

青
山　

月
那

せ
み
の
声　

ど
こ
か
に
消
え
て　

秋
が
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷
小
学
校
５
年　

木
下　

弥
恵

さ
き
ほ
こ
る　

ピ
ン
ク
に
あ
か
に　

秋
桜
が

　
　
　
　
　
　
　
　

梁
瀬
小
学
校
５
年　

梅
若　

香
恋

た
の
し
み
は　

オ
サ
ム
シ
と
り
に　

遠
く
ま
で

　
　
　
　
　
　

あ
み
に
ぎ
り
し
め　

車
乗
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　

梁
瀬
小
学
校
６
年　

西　
　

智
弘

た
の
し
み
は　

必
死
に
な
っ
て　

挑
戦
し　

　
　
　
　
　
　

自
分
の
か
べ
を　

飛
び
こ
え
た
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　

妙
寺
小
学
校
６
年　

平
原　

瑠
夏

街
灯
が　

照
ら
す
粉
雪　

止
ま
る
足

　
　
　
　
　
　
　
　

妙
寺
中
学
校
３
年　

中
谷　

柚
葉

赤
青
黄　

さ
み
し
い
夜
空
へ　

花
火
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　

妙
寺
中
学
校
３
年　

野
﨑　

大
和

足
元
に　

春
を
知
ら
せ
る　

桜
の
ピ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

妙
寺
中
学
校
３
年　

小
林　

想
愛

ま
っ
白
な　

屋
根
を
見
上
げ
て　

寒
の
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　

妙
寺
中
学
校
３
年　

田
中　

優
菜

延
々
と　

続
く
ラ
リ
ー
は　

お
互
い
の

　
　
　
　

体
力
削
り　

精
神
勝
負

　
　
　
　
　
　
　
　

笠
田
中
学
校
２
年　

福
井　

大
喜

雨
の
日
は　

い
つ
も
冷
た
い　

う
ち
の
猫

　
　
　
　
　

「
体
拭
い
て
」
と　

甘
え
て
く
る
日

　
　
　
　
　
　
　
　

笠
田
中
学
校
２
年　

森
中　

美
結

懸
け
る
夏　

友
と
勝
ち
取
る　

優
勝
旗

　
　
　
　
　
　
　
　

笠
田
中
学
校
３
年　

吉
井　

聖
人

ホ
ー
ム
ラ
ン　

感
謝
の
一
鳴
き　

夏
の
蝉

　
　
　
　
　
　
　
　

笠
田
中
学
校
３
年　

北
林　

恍
人

楽
器
吹
き　

音
に
ほ
れ
こ
む　

夏
景
色

　
　
　
　
　
　
　
　

笠
田
中
学
校
３
年　

井
尾　

美
由

向
日
葵
の　

雨
水
ほ
ろ
り　

泣
く
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　

妙
寺
中
学
校
３
年　

浦
野　

優
月
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帆
神　
　
　
　
　
　
　

玉
岡　

か
お
る

オ
ー
ラ
の
発
表
会　
　
　

綿
矢　

り
さ

み
と
り
ね
こ　
　
　
　
　

有
川　

ひ
ろ

聖
刻　
　
　
　
　
　
　
　

堂
場　

瞬
一

子
ど
も
が
体
調
悪
い
と
き
、
ど
う
し
た

ら
い
い
の
？　
　
　
　
　

小
野　

英
一

サ
ラ
ダ
の
ア
イ
デ
ア
帖　

小
竹　

貴
子

●
一
般
書

竜
と
そ
ば
か
す
の
姫　
　
　

細
田　

守

介
助
犬
チ
ェ
リ
ー
の
パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ

ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

理

ぼ
く
ら
の
ス
ク
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　

赤
羽　

じ
ゅ
ん
こ

す
ご
す
ぎ
る
天
気
の
図
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木　

健
太
郎

５
さ
い
か
ら
は
じ
め
る
し
ょ
う
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
本　

昌
隆

●
児
童
書

新 

着 

図 

書

11
月
28
日（
日
）午
後
12
時
30
分
〜

場
所　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル

入
場
料　

無
料（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

※
ご
来
場
の
際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
マ
ス

ク
着
用
の
上
、
入
場
時
に
検
温
お
よ
び

氏
名
・
連
絡
先
の
記
入
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
今
後
の
感
染
状
況
な
ど

に
よ
っ
て
は
、
開
催
を
延
期
ま
た
は
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」
っ
て
何
？

①
面
白
い
本
を
み
つ
け
て
読
ん
で
集
合

②
本
の
魅
力
を
１
人
５
分
で
紹
介

　

（
ミ
ニ
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
３
分
）

③
２
〜
３
分
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

（
ミ
ニ
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
２
分
）

④
「
ど
の
本
を
一
番
読
み
た
く
な
っ
た

　

か
!?
」
投
票
で
「
チ
ャ
ン
プ
本
」
を

　

決
定

※
小
学
生
は
ミ
ニ
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で

実
施

●
第
６
回
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
小
学
生
・

　

中
学
生
大
会
」
観
戦
者
募
集

お 

知 

ら 

せ

ベ
ー
カ
リ
ー
あ
ん
ぐ
り
号

の
な
か
で
お
こ
る
、 

お
い

し
く
て
ふ
わ
ふ
わ
な
物
語
。

「プンスカジャム」
くどう　れいん（作）

児童書

や
さ
し
く
っ
て
、お
い
し

く
っ
て
、心
に
し
み
る
。

子
ど
も
も
大
人
も
お
年
寄

り
も
、み
ん
な
ま
と
め
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
。

一般書

「とにもかくにもごはん」
小野寺　史宜（著）

世
界
最
強
の
名
探
偵
は
、

誰
だ
？

一般書

「推理大戦」
似鳥　鶏（著）

株
で
大
損
、
妻
を
担
保
に
ア

メ
リ
カ
へ…

。
そ
れ
で
も
、

こ
の
男
は
す
ご
か
っ
た
！

一般書

「万事オーライ」
植松　三十里（著）

読
み
聞
か
せ
し
な
が
ら
、

子
ど
も
を
ぎ
ゅ
っ
と
抱
き

し
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

「だいすきぎゅっぎゅっ」
デイヴィッド・ウォーカー（絵）

児童書
「
枕
草
子
」「
源
氏
物
語
」

に
登
場
す
る
ス
イ
ー
ツ

を
作
っ
て
み
よ
う
！

「古典がおいしい！平安時代のスイーツ」
前川　佳代ほか（著）

児童書
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11月のスケジュール
11/5（金）・12（金） 9:00～11:30 
おめでとうコーナー
対象：誕生月の未就園児
誕生日の記念に手形または足形を残しませ
んか？（毎月第１・２金曜日）
持ち物：タオル・ウェットティッシュ

子育て支援センター「はぐくみ」
開館：月～土曜日（祝日除く）
時間：9:00～ 12:00
　　　13:00～ 16:00
　　　※土曜は午前中のみ
場所：保健福祉センター1階
問い合わせ（内線 6013）

子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センターからのお知らせ
…………………………………………………………………………

いつで
も

遊びに
きてね

※イベントについては新型コロナウイルス感染拡
　大防止のため、変更となる場合があります。

　11月になるとずいぶん寒くな
りますが、ドングリや落ち葉など
自然物でもたくさん楽しめる季
節です。
　子育て支援センターでも、ドン
グリを見て「これは何だろう？」と
興味津々のお友だちでした。
　ドングリはガチャガチャの空
き容器などに入れてマラカスに
すると、手作りおもちゃにもなり
ますよ。お家で遊ぶ際はドングリ
の中から虫が出てこないように、
一度凍らせたり煮たりしてから使
ってね。

11/11（木）10:00～11:00
わくわく広場
製作など楽しい活動の場。
内容「クリスマス飾り作り」
定員：先着６組　※10/28(木)～要予約

11/24（水）10:00～11:00
なかよし広場
子育て講座や親子でふれあう交流の場。
内容「子どもの事故予防」
定員：７組　※11/10(水)～要予約

子育てに
　悩んでいませんか？
お気軽に
　ご相談ください。

11/15（月）10:00～11:00
赤ちゃんクラブ「よちよち」
赤ちゃんとお母さんのふれあいの場。
内容「ファーストサイン」
対象：１歳未満の赤ちゃん
定員：7組　※11/1(月)～要予約

広報表紙写真応募作品の紹介
素敵な写真のご応募ありがとうございました。

応募者　Snow Mom学童保育
撮影場所　かつらぎ町中飯降城山
学童児の夏休「マスクの中は笑顔イッパイです♪」

応募者　内海　充葵（５歳）
撮影場所　三谷こども園運動会
　　　　　「みんなでLet's Dance」
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11 月 保健カレンダー 場所／保健福祉センター
問い合わせ　健康推進課衛生係（内線2054・2059）

場　　所

　妊娠中から子育て期に関する相談に応じます。
保健師が常駐しておりますので、お気軽にご利用
ください。
　時間　8:30～17:15
　場所　保健福祉センター内２階

問い合わせ　健康推進課衛生係（内線2054・2059）

● 子育て世代包括支援センター（SUKU²）
　新型コロナウイルス感染症対策のため、園庭開
放を利用される方は、事前予約をお願いします。

※ご自宅で検温をした後、ご来園ください。
※大人はマスク着用をお願いします。
※予約および当日利用者多数の場合は、利用を
　お断りすることがあります。
※予定を変更する場合がありますので、町ホー
　ムページをご確認ください。

● 園庭開放 （9:30～10:30）

11/9  （第2火曜）

11/16（第3火曜）

三谷こども園

佐野こども園

日　程

問い合わせ　三谷こども園（☎23-3730）
　　　　　　佐野こども園（☎22-6260）

身体計測・医師による診察・発
達観察・育児相談・離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・
離乳食指導・歯科指導

身体計測・発達観察・育児相談・
食事指導・歯科指導

身体計測・医師による診察・歯科
医師による歯科検診・発達観察・
食事指導・歯科指導

助産師による母乳相談、栄養士
による離乳食相談など

事業名 日　時 時　間 対　象 内　容
４か月・６か月児
健康診査

３歳６か月児
健康診査

10か月児健康相談

11/30㈫

11/16㈫

11/12㈮
12/10㈮

11/9㈫

11/4㈭

11/10㈬
     17㈬

12/1㈬

11/11㈭
12/9㈭ 
11/1㈪
12/6㈪

13：30～
15：00　

13：30～

10：00～

令和３年５・７月生まれ

令和３年５～８月生まれ 股関節異常の有無

受付時間は
個別に通知

ふれあい遊び・手遊び・絵本の
読み聞かせ

平成30年４・５月生まれ

乳児を持つ保護者と妊婦

令和３年４月生まれ

令和２年11月生まれ
令和２年12月生まれ

令和２年12月生まれ
令和３年１月生まれ
令和元年９月生まれ
令和元年10月生まれ

２歳児健康相談

股関節検診
子育て広場
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」

ふれあい遊び・子守唄・絵本の
読み聞かせ・ペープサート・ブッ
クスタート事業による絵本のプ
レゼント

※母子手帳、バスタオルを持参してください。
※乳幼児健診・健康相談では番号札の配布は行わず、
　受付時間も個別に通知します。
※新型コロナウイルス感染症の動向により、内容等
　を変更する場合があります。その際は対象者に個
　別に通知します。
※警報発令時、午前中の健康相談・教室は午前８時
　30分の時点、午後の健診・教室は午前11時の時
　点で警報が発令されていれば中止とします。ご不明
　な点はご連絡をお願いします。

////来られる際のお願い////
・風邪の症状や発熱がある、新型コロナウイル
　ス感染者と濃厚接触した、ご家族に感染の疑
　いのある方がいる場合は受診を見合わせてく
　ださい。
・受付前に検温を行います。マスク着用と、手
　指消毒をお願いします。
・できる限り、兄弟祖父母などの同伴はご遠慮
　ください。
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かつらぎ町の人口
（９月末日現在）

16,207人（前月比＋1人）　男 7,664人　女 8,543人　世帯数 7,138世帯
出生 11人　死亡 26人　転入 39人　転出 23人

かつらぎ町
ホームページ

かつらぎ町
LINE登録

こんにちは

９月の４か月健診に
来られた赤ちゃんを
ご紹介します♪

赤ちゃん

注意事項
・被写体の方の了承を得た上で、ご応募くださ
　い。
・写真は縦で撮ってください。
・１枚につき被写体は１人でお願いします。
・画像加工（特殊効果や文字の挿入）した作品は
　掲載できません。
・作品例のようにアップで撮影してください。

・１人何点でも応募できますが、掲載については
　被写体１人につき１枚です。
・掲載に不適切であると思われる写真は、掲載し
　ない場合があります。
・掲載時の大きさや位置は選べません。
・応募多数の場合は、表紙以外での掲載となる場
　合があります。

「笑顔の写真」大募集

　広報かつらぎの令和４年１月号の表紙を、
皆さんの笑顔の写真で埋め尽くし、新年を
お祝いしましょう。

●応募方法　撮影した写真を下記のメールに
　添付して、「①投稿者の氏名、②住所、③電
　話番号、④被写体の氏名」を書いてご応募
　ください。
　koho@town.katsuragi.wakayama.jp

●対象　被写体が町内在住の方（年齢制限なし）

●テーマ　笑顔

●応募期限　11月30日（火）必着

問い合わせ／総務課総務係（内線2025）

作品例

表紙イメージ

かいりちゃん いくとちゃんるりちゃん

しゅんちゃん そうたちゃん

サラ・ウメールちゃんはのんちゃんももちゃん

応募者全員

　 掲載します！
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